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晶洞に生成した天 

青石の結晶。マダ 

ガスカル産。 

ガラスのよう 

な光沢や真珠 

光沢を示す。 

結晶を火にかざす 

と、赤色の炎色反 

応を示す。 
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天青石 
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通常、蛍光は示さないが、結晶 

に含まれる副成分によって、紫 

外線ランプを照射すると光を放 

つものがある。 

石膏、方解石、苦 

灰石、自然硫黄な 

どと共生する。 

男開は一方向に完全 

で、ハンマーでたた 

くと不規則な断口が 

あらわれる。 
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▼青みがかった白色の結晶で産した天青石。 

マダガスカル産。 

空色の石 

天青石は、1781年にイタリアのシチリア島で初めて発見さ 

れ、 1798年にドイツの鉱物学者ウェルナーによって「セレス 

チン」と名づけられた。この鉱物名は石の色合いによるもので、 

灰色がかった淡い青色であらわれるものが多いことから、「空」 

を意味する「セレスチアル」 を語源としている。原産地のシチ 

リア島では石灰岩中から主に白色の結晶で産するが、イタリア 

のビチェンツアにある曇武碧ゃマダガスカルの泥炭碧の星洞な 

どからは青色の結晶が産出するほか、茶色がかった黄色の結晶 

も見られる。なお、日本での産出量は極めて少ない。 
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▲自然硫黄の上に成長した天青石 

の結晶。イタリアのシチリア島産。 

主な産地 
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マダガスカル， 

鮮やかな炎色反応 

粉状に評いた天青石の結晶を、塩酸に浸したプラスチックワイヤー 

の端につけてバーナーにかざすと、鮮やかな赤色の炎色反応を示す。 

これは、天青石が主成分として含有する金属元素のストロンチウムが、 

燃えると赤い光を放つためであり、この性質を利用して、ストロンチ 

ウムは花火や信号灯の原料に用いられている。なお、炎色反応の実験 

は、風通しの良い場所で行うことが絶対条件だ。 
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▲天青石の針状結晶。イタリア産。 
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天青石の蛍光 

天青石は通常、蛍光を示さない 

鉱物だが、副成分として力ルシウ 

ムやバリウムを含んでいる場合、 

紫外線ランプを照射すると蛍光を 

発することがある。このとき、含 

まれる副成分によってそれぞれ違 

う蛍光色を示す。 

ト黄色がかった茶色の 

結晶であらわれた天 

青石。ポーランド産。 I 


